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撒・．）ノヒ　灘　／lい）醸撃｝と1ゆ慧1瞭1（慧翌溺強悶欝ると沁痘鐙き

鞄、しか乱、峯，／／査紬、域ンう膿、鰍難講加）尺甥炭砿付逃に

陽　！耀〉尺魏縢鍬礫岩（撰欝糞礫岩として知られてい1’〉）

と潔匙彗爽し．バ，　鑑美7螺．黄鍔）も鑓）輪二凝雌賦、籔臭、葺．藝欝い　1こない、，ま

た。　こ躍もら賦欝、，津拝曳醤i難紋繕鰹く嚢1な篶少撃衝によつぐ｛鷺蒸繋さ

オ　るため／蹴饗督乍ノ擁をう1、｝昂く，聾欝摂瓢蒔薄、、、濯）め℃くψザれ’

・舞，1ノくン娠｝）腰二乱、属）．，

　汐　、藝諜諏隔一般　荻雛掬ll弄鷲色で，本／講以外窃、癖捌艶懸群中

の泥潜よ！、）も軟弱で風化優食1ζ弱い。

　1秒瀬鐵ぽこの蝿鱒繊唆、綜あまり1鑑濡していン歎い、ン　講鏡層i室

び　き穫、欝渉縄≧　駈瓜二方’ま爵二は馨襲曇騨轡峯肇、」普．箏く毒i爽まれ淘ごいぞ）、，一
一

般／翼講荻色慮いし．茨由色で，黒雲欝◎多いことが特徴と

凝てい懲。本地域）尺劉層を構成穿る螺簗遡叢を添せば

ノ鷲響／k）と．．、多夢》で識〉讐）く，

　炭層のメ齢紘　すで轄饗価及し・たよう轍，本調査癒域にお

け凝濠楚／蕎の糠篤＼のM驚イ慕はめ誌な乏）至敷しいもの勲糞ある／翼撃　鑑

れを概括すると次のようになる（第鑛および轟懸i）、

　すな・ち第劇擬層群は北力に獅かつて2枚＿分かれで

、1　り3　熟3撰1簿 縷碧、巽蓉璽蝿～か・ら蛸捻講を9逓じほとんどオ擬麟擁i

、毒．誇難 1闘距離は変わξなマ・が，溺部撲）ものが姥較的厚い、、

これ乾対し、・，翁壌鰍鐸鋸飽蝋北部轍厚く発．違し，1、1．i丈澱大

慕，彗撫に逮す慧）が》簿嫡ζではほとんど発逮せず蓼最講部

においてはわずかにμ、戊○．3雌以1望）炭層が馨枚みられ

る／こ㌧す藻鏑飢マ、，，

　㎜臼、騨、）閥題　尺溺層が下限は次グ1）よ、鶏定めた。すな

オ、）宅，〉，訥下肇血灘誉縛螢の馨ン轡ま犬　露欝夢轡潔＞ら藪レコ）灘りした謬鷲

／鱒なマ・し読爽饗麺鐵藩鄭堆縄黛）薄唱しモ、タところう　ももくはま炭／轡乾イ楽

　　）泥岩のは乳　沿鼻ところ凌・もつて‡詳菰界とみなした。乙

　、　b貰数雛海馨で辮構端、莚最．、L藻賛二覧．たつ鄭に億妻ず慮歯象孟或で

ノ儀難嚇響嬬弩の攣謬教i簿な蝶藝糞憂樂岩と更ノひぐレ・るも　』’罫…摩1導　碁，ミ

オも蕎こと爵叢凄　〕、翁薄魂醜i柱擁飛塁聾攣毒に聡レ、ては多鱗麟器イ麺

慕慧一K馨慧）
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釧麟炭賑繍騰業概濫常嚢赴ミ灘流域‘臨質（鈴1縫く轟、1，総／

離i獣1．

難翻

難餌

騰灘籐と欝澤麟 群べll欝滋の購翼議

襟繍　繊　　ガ難蟹｝織整F講蜜鱒鱗鐸の1き窒1研諜

　幾l　fヲ苧『・㌧，

　織卑霞石褒端引β
　　・｝弛；臨ザ下．（〆ノ藷

1ノ　　蹟い

　　　　墾／　　　　　　　　　　　　　瀞

　　7

3w

婦∵1

　　〆　　賑

　　　　　　　　　彰　ご〉　c厨，　鋤

　　　　　　　　　　　　　〆x、
　　　。　　　　　　』｝壌羅メ渥

　　　　　　　　　　　　　　　　／〆

憲　傷影凝　 巌　勢／撰〆

　　　　　　　　　　　，乱髪　〆

　　　　　鐵　　　　　　　　　　　φ

〆
，

撫鱗嵩 ゐ〃

　　　　　　　　　　　〆1蓉鷺

△轡霧磯つ

〆懸　　　　　　　　　　　　　　’5 　　　　暗

＄　　5㌧　　／／
　　　　　　、〃／

〆で鴛

雇

葦

｛灘

奪lil

羅
，臨

蒼を含む礫質泥嚢の．塀熱“？～簿鯉囎、償／嚢緯螺幣

が》その上部約鐸購余は鳩糞礫器であ導、審ら紅煮の鳩

糞礫轡中，またはその下位の鳩糞を奮蹴ない礫岩申瓢も

少量の炭筋を含んでい愚，，轍の麟準は，岩質麟瓢　ぼも

裟た凝粒物を基底撫する堆積輪廻黛．疹え恐うズ、、ノ峨）も尺

別麟としたプぎが．よい瀞、ひ紅舜懲わ津L慕．，しかし婁必・ずしも

他の柱状と一・致せず，撫．幻てゴ鷺辛麟が礫質震嚢地讐．讐で、ゐ

ため無れを尺劉層とすゐと境界は擁受明確紅な駆乳）で，多

少の問題は残るが，こ識匿は尺劉／欝）下隊蕪∫一応上述翰

、虹うに定めた

　音別懸群との不整禽　尺別麟，凱上位の音瑚麟群幅魏不

整禽関係にあ勢，この地域でも霧所で認拭）られる，、

　この地域では膏別麟群の大曲麟が尺別麟中の炭麟ど騰

蜜妾す穏か辞また妹炭麟奪こ｛響なう泥燐1と／妾する箋齢・禽・ンう汐い

咽版茎）、小範i鞠．嚢，勢．慧穀丼られ膝限アぐ1尺脚轡沿

麟難を膨i瞭瓢きっ）て㌧・添、菰鉱る嬬観察で轡なかつたが，

．尺瑚騰申の鍛麟　ど連義数　総事垂纏灘震綾ヂ霞襲してみると琴声滋

／戚種央部｝　姦寸〔購ll三ガ軽紅瞬欝ご）皿慕護勤寒麟剥を・う／ナrぐい

　　乙れ，，t…㎜葵黙の分布す類ξげ麓）ドーム構造撫，地域

外響謬坊，存講．．輪滋｝ドー一ム構鷺に、預身尺劉麟が総くの

字鱒轍開．・た灘布ン　1霧角の部垂ナ　　）た鯵撃　本溝撫域の

／，雛鞭1、霧奮ならび，二嚢綴曝轡琴難の1・驚墾窺時輩雛を湾型饗繋、て璽纂嚇擁軍

い，，しかしなが娠｝　鉱離　滋三）削剥繕置贋1寛題｝雛灘の嘩婚欝i綴

離で尺別麟の上部を最大約30驚ほど欠くだけであ雛，

いず露雀．にしても7枇羅膜な嘩藩駐，．総をではない驚

1肇．緒　　語

本報告を要約す縢之次の、｝㌘旗ひ　」ノ

縫…（暮羅）
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釧路炭顯浦幌地区‘講室揖灘域の地質（鈴木泰輔〉

　尺別爽炭罵轍炭綴中心部¢）剛轡と比較す篶とか癒り発

遠が悪くな酵，層厚およそ協に減ず蕎．一方，礫嚢が

発達し，もつとも顕著な蟻点紅おけ鵜他の岩石控）礫岩

比をみると鍵駕であ矯。炭麟は大別す蕎と婁炭騰群紅

分けられ，水平願1雛約雛驚間においてそれぞれの炭屡

群はかな静横への変化を瀧す．地域中央部紅おけ矯尺溺

來炭麟は雲不整禽関係で接する蕾響瑳麟群により澱大麟ノ

隙騰の潮剥をうけている、，

　　　　　　　　　　　　　（昭和雛年ぞ擁～婁勇1調査）

、

　　　　　　　　　　　　　窯獣

　烹）小林儀一麟勤浦幌炭照調査報文，鉱物調査報告，

　　　　　　　NQ，欝事欝騒

　2）瞬爆彰一履十勝闘浦幌炭繊地方の織質，石油技術協

　　　　　　　　会簿観V《きL張鷺嚇．i，欝3蕪

　紛佐々保雄1釧路炭繊観おけ恐第三系の騰序とこれ起

　　　　　　　開する従来の譲説（一い下），北海蕊石炭、

　　　　　　鎌夏業会会率獲，　N｛瓢　蕪（｝7一ξ蟹）＄，　亙嚢護（｝

の佐々保雄1釧路炭眠／におけ羅〉含炭繕の分布（予報），

　　　　　　（、ヒ・中・下），北海道石炭鉱業会会報，

　　　　　　N髪》，3鷲～32L　欝婆蓋

ゆ腿本薦炭協会北海；識i支覇鉢1鱗路炭購，北海叢炭麟

　　　　　　裏講撃鍍熊嵐　欝懸

の橋本　羅1十勝i支／宇管内の地質と地Flぐ灘1源，一

　　　　　　脅開発捉進卿／成会葬欝驚

？〉輝1井敏騨な難万タン¢碁也蟹臨1幅二断難！｝無、蒙こび同説鯛

　　　　　　二講費北海道開発庁鐸蕉纏掌

＄）織購精徳・根本隆文・植村試講芳分のi地質図幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　擁と海道開発庁嚢

　　　　　　欝欝

嚢）、鴨淵精一ぺ釧絡1爽縣古第三系観開壌鮪鴇堆積並びに造

　　　　　　　　　　　　　　菰鶉麟簾鉱業振興1霧余筆

　　　　　　欝礁

鋒一一（綿）




